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はじめに

1節 関心の所在

本論は､メキシコ北部､チワワ州南西部におもに居住するタラウマラ (Tarahumara)と

ばれる先住民族集団を対象とし､人々が 2チームに分かれて長距離を走る ｢ララヒバリ

(rarajipari)(1)｣という慣習に焦点を当てている｡ララヒバリで走る距離には､さまざま

な偏差があり､マラソンで走る距離よりも短い場合もあるが､マラソンをはるかに上回る

｢超長距離(2)｣を走る場合もある｡ララヒバリにおいて､人々は木製の堅いボールを蹴りな

がら､定められた距離を走る｡ その際､人々はララヒバリの結果にたいし､自分たちが所

有する布や弓矢などの財を賭ける｡ さらに､このようなララヒバリは男性が主体となって

行われており､女性が主体となって行われるものはアリウェタ (ariweta)と呼ばれる｡ア

リウェタもまた､男性のララヒバリと同様に超長距離を走るが､いくつかの相違点がある｡

第一点として､アリウェタで走る距離は､ララヒバリに比べて比較的短いことである｡ 二

点目として､ボールを蹴りながら走る代わりに､輪を先端が曲がった棒で引っ掛けて前に

投げながら走ることである｡

本論が対象とするタラウマラは､メキシコ社会において､空間的 ･社会的に周辺的な位

置におかれている｡彼らは､首都メキシコシティから遠く離れた地域 (図 1参照)におも

に居住[InstitutoNacionaldeEstadesticaGeografiaelnformatica]しており､メキシコ国

内において空間的に周辺の位置にいる｡また､タラウマラは ｢かわいそうな､どうにもな

らないインディオ｣という含みが込められた ｢インディー ト (indito)｣という蔑称で呼ば

れることがあり､都市の ｢清掃｣と称してメキシコ行政当局が街頭で物売りをしたり物乞

いをしたりする人々を排除するさいに､タラウマラは黙認されることがあるので､他の先

住民族集団は ｢清掃｣を免れるためにタラウマラを名乗ることがある[加藤 2000:70]｡つ

まり､メキシコ先住民族集団として社会的な地位が低いと画一的に考えられがちな先住民

族集団のなかにも ｢格付け｣があり､タラウマラはそのような ｢格付け｣のなかでも周辺

的な位置が与えられていることがわかる｡

(1)先行研究のなかでralahipalLumhol1902:281]や dalahipulBennettandZingg1976:339]などと表
記されているが､いずれもララヒバリを指している｡

(2)本論では､おもに100km以上を指している場合が多いが､少なくともマラソン以上の距離を超長距離

と呼ぶ｡
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図 1 タラウマラの居住地域

タラウマラは､上記のような周辺的な位置におかれている一方で､メキシコ国内外にお

いて持久力に優れた走者としてもみなされている｡例えば､1926年に二人のタラウマラ男

性が約 100kmを走ったときの模様をニューヨークの ｢ワール ド｣新聞社は以下のように伝

えている【Fontana1979:90-92]｡

二人のタラウマラが馬でさえ疲労困債するような距離を疲労の色さえ見せずに走り､

しかも､ちょっとした運動でさえ呼吸困難に陥いるような標高でそれを行 うのを見た

ならば､タラウマラがチワワの原野を何昼夜も休まずに走ることができるという驚く

べき話を話半分に聞いていたような疑り深い人でさえも､そのような話を信 じるよう

になった｡

早朝 3時 5分にサフイロ(Za丘ro)とサン･ミゲル(SanMiguel)はイダルゴ(Hidalgo)

州の知事からの手紙を持ち､パチュ-カ (Pachuca)を出発した｡メキシコシティまで

の道のりを終始､一定のペースで走った｡彼らは陸上競技場-と向かい､多くの激励

をおくる観衆の前で政府高官に囲まれていたメキシコシティのセラーノ (Serrano)知

事に手紙を届けた｡

古代ギリシアのマラソン選手に与えられていた月桂冠の代わりに､セラーノ知事は

(タラウマラがバンダナを好むので)深紅の絹のバンダナをそれぞれのタラウマラの
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額につけた｡レースの間中､彼らは赤い綿のバンダナを身につけていた｡

メキシコシティのスポーツマンや政府役人は､国際スポーツ委員会に公式記録とし

てタラウマラの記録を受理するように求め､さらに1928年のアムステルダムで開催さ

れるオリンピックに 100km走を加えるように求めた｡その場合にメキシコはタラウマ

ラを参加させるつもりだろう｡[cf.Fontana1979:90-92】

このとき､彼らは9時間37分で完走し､翌年には昨年とは異なるタラウマラがテキサス

州サン ･アントニオ (SamAntonio)からオーステイン (Austin)までの約 140km を 14

時間53分で完走した打ontana1979:921ので､以降タラウマラは持久力に優れた民族集団

として認識されるようになった【Plymire2006】｡

以上に見てきたように､社会的に周辺の位置を与えられながらも､すさまじい持久力を

有する長距離走者として認識されるタラウマラに､私は強い関心を引かれ､タラウマラと

はどのような人々であるかについて調べるようになった｡そして､調べていくうちに､タ

ラウマラ社会において ｢走る｣という行為がもっとも顕著に表れているのがララヒバリと

いう慣習であるということに行き着いた｡

マラソンなどに代表されるように､我々の社会では､長距離を ｢走る｣ことは､スポー

ツや娯楽､個人の健康維持などに還元されやすい｡しかし､タラウマラ社会において､ラ

ラヒバリはそれ以上のものであり､深く社会に根付いている｡ そのため本論は､このよう

なララヒバリがタラウマラ社会において､いかなる社会的な機能を果たしているのかを探

っていこうとするものである｡

2節 研究史

本節では､ララヒバリ研究の動向について振り返って見ていく｡ しかし､ララヒバリ研

究を､適時的に振り返ったとしても､それぞれの研究の相互的な関連性は薄く､ほとんど

意味をなさない｡そのため､本節では､ララヒバリにたいして､試みられてきたアプロー

チ方法を中心として見ていく｡

そして､ララヒバリ研究者が取ってきたアプローチ方法は､大別すると､機能主義的な

研究､伝播主義的な研究､象徴論的な研究､エスニシティ論の4つに分けることができる｡

しかし､以上に大別した研究の中身について述べる前に､それらの研究が始まる前のラ

ラヒバリに関する状況を述べておく｡なぜならば､ララヒバリに関する諸研究が始まるの
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は1960年代以降であり､それ以前の状況を知っておいた方が､ _諸研究にたいする理解を深

めることができると考えるからである｡つまり､1960年代以前に書かれたタラウマラの民

族誌のなかで描写されたララヒバリに関する記述を見ることによって､研究者たちがララ

ヒバリをいかなるものとして捉えていたかを踏まえることは重要である｡

研究者として初めて調査したルムホルツ[Lumholtz1902:viii･Ⅹiv】は､1890-1898年の

間に､メキシコ北西部の調査を4回おこなった｡そのうちの約 2年間を､彼はタラウマラ

の調査に費やした【Lumholtz1902:viii･Ⅹiv】｡そして､ルムホルツ【Lumholtz1902:281-294】

は､ララヒバリの展開や規則､呪術的な行為など多岐にわたって詳細な記述を残し､ララ

ヒバリをスポーツとして捉えていた｡また､彼はララヒバリに付随する賭けに注目し､ラ

ラヒバリをギャンブルの一形態としてみなしていた[Lumholtz1902:284]｡

ルムホルツよりも以前に､探検家のシュワトウカ[Schwatka1977:iii】は､タラウマラの

地を1889-1890年にかけて探検した｡そして､彼はタラウマラに関する旅行記を記し､そ

のなかでララヒバリを娯楽として捉えていた[Schwatka1977:381】｡

ベネットは､1930年 10月から9ケ月間､タラウマラを調査した【BennettandZingg1976:

vii]｡そして､ルムホルツと同様､彼もまたララヒバリに関する詳細な記録を残した[Bennett

andZingg1976:335-345]｡そのなかで､彼はララヒバリを娯楽として賭けがともなう遊び
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もに過ごしたあと､彼らが居住する地域を歩き回った【Basauri1929:5】｡そして､彼は､タ

ラウマラが身体的な耐久力に価値を兄いだしているとし､ララヒバリをその価値観を顕著
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リに焦点を当て､タラウマラ文化の全体的なコンテクス トを通して､ララヒバリの重要性
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を描き出そうとした｡そして､彼はタラウマラにおけるララヒバリの社会的な機能に着目

し､ララヒバリがタラウマラの社会統合に寄与していると分析する[Kennedy1969】｡また､

ララヒバリは､日常生活において抑圧されている攻撃的な衝動を解放する機会を提供して

いるとする[Kennedy1969]｡さらに彼は､ララヒバリに伴う経済活動に注目し､貧弱な経

済組織しか持たないタラウマラにとって､ララヒバリが賭けや交換によって財を交換でき

る､一種の市場として機能していると指摘する【Kennedy19691｡

また､ケネディ[Kennedy19691は､ララヒバリの規模の違いに着目し､重要な指摘をし

ている｡そして､彼は､規模や性質に応じて､ララヒバリを5種類に分類をしている【Kennedy

1969:19･20】｡

伝播主義的な研究

ベニントン【Pennington1963;1970】は､ララヒバリの起源について取り組んでいる｡そ

して､彼はイエズス会の宣教師が記した古文書や､アメリカ大陸に分布するボールゲーム

に関する先スペイン期の考古学的資料を比較 ･検討した｡その結果､元来､ララヒバリは､

タラウマラによって行われておらず､17世紀末から18世紀初頭にかけての間に､西部ある

いは北西部から伝播 してきたと分析する【Pennington1963;1970】｡また､ベニン トン

【Pennington1963;19701はララヒバリがウレ (hule)と呼ばれるゴムボールを使ったゲー

ムに取って代わったと分析する｡

象徴論的な研究

ローペス[L6pez1999]は､象徴論的な観点からララヒバリを研究し､ララヒバリには対称

的な対立と非対称的な対立がみられるとした｡そして､対称的な対立として､2チームに

よる競争や､1チーム内の走者数の一致､賭けにおいて同価値の物同士が賭けられることな

どを指摘する 【L6pez1999】｡また､非対称的な対立として､<内 :外>､<上 .･下>､<

神 :人間>などの対立がララヒバリには見られるとする 【L6pez1999】｡

また､議論を進める過程で､彼は､タラウマラ社会のなかで､ララヒバリとテスグイナ

ダ (tesgdinada)が循環する関係にあるという､重要な指摘をしている【L6pez1999]｡

エスニシティ論

ディェゲス【Di6gues1999]は､ララヒバリをェスニシティ論の観点から研究する.彼は､

5

を描き出そうとした｡そして､彼はタラウマラにおけるララヒバリの社会的な機能に着目

し､ララヒバリがタラウマラの社会統合に寄与していると分析する[Kennedy1969】｡また､

ララヒバリは､日常生活において抑圧されている攻撃的な衝動を解放する機会を提供して

いるとする[Kennedy1969]｡さらに彼は､ララヒバリに伴う経済活動に注目し､貧弱な経

済組織しか持たないタラウマラにとって､ララヒバリが賭けや交換によって財を交換でき

る､一種の市場として機能していると指摘する【Kennedy19691｡

また､ケネディ[Kennedy19691は､ララヒバリの規模の違いに着目し､重要な指摘をし

ている｡そして､彼は､規模や性質に応じて､ララヒバリを5種類に分類をしている【Kennedy

1969:19･20】｡

伝播主義的な研究

ベニントン【Pennington1963;1970】は､ララヒバリの起源について取り組んでいる｡そ

して､彼はイエズス会の宣教師が記した古文書や､アメリカ大陸に分布するボールゲーム

に関する先スペイン期の考古学的資料を比較 ･検討した｡その結果､元来､ララヒバリは､

タラウマラによって行われておらず､17世紀末から18世紀初頭にかけての間に､西部ある

いは北西部から伝播 してきたと分析する【Pennington1963;1970】｡また､ベニン トン

【Pennington1963;19701はララヒバリがウレ (hule)と呼ばれるゴムボールを使ったゲー

ムに取って代わったと分析する｡

象徴論的な研究

ローペス[L6pez1999]は､象徴論的な観点からララヒバリを研究し､ララヒバリには対称

的な対立と非対称的な対立がみられるとした｡そして､対称的な対立として､2チームに

よる競争や､1チーム内の走者数の一致､賭けにおいて同価値の物同士が賭けられることな

どを指摘する 【L6pez1999】｡また､非対称的な対立として､<内 :外>､<上 .･下>､<

神 :人間>などの対立がララヒバリには見られるとする 【L6pez1999】｡

また､議論を進める過程で､彼は､タラウマラ社会のなかで､ララヒバリとテスグイナ

ダ (tesgdinada)が循環する関係にあるという､重要な指摘をしている【L6pez1999]｡

エスニシティ論

ディェゲス【Di6gues1999]は､ララヒバリをェスニシティ論の観点から研究する.彼は､

5



タラウマラが文化的に特異な性質を有するララヒバリを実践することによって他の民族集

団との差別化を行い､タラウマラとしての特徴を際立たせ､社会的な結びつきを強化して

いると分析する【Di毎ues1999]｡

また､デルガー ド[Delgado2006]は､ララヒバリを大規模なララヒバリ､中規模なララヒ

バリ､小規模なララヒバリ､故人に対する儀礼的なララヒバリの4種類に分類し､ララヒ

バリの種類によってその目的や表出する特性を異にするとする｡しかし､いずれにせよ､

ララヒバリは社会的な行為であり､民族的なアイデンティティを再生産することに寄与し

ているとする[Delgado2006]｡

3節 本論の視座

本節では､本論の目的を明確にするためにララヒバリの何に焦点を当てているのかを明

らかにする｡

まず､先行研究では､ララヒバリにたいして､｢スポーツ｣【e.g.Lumholtz1902:281･294】

や ｢遊び｣[e.g.BennettandZingg1976:335･345]､｢レース｣【e.g.Kennedy19691といっ

た概念の定義もせずに､そのようなラベルを貼りつけている｡ しかし､以上の概念のいず

れかでララヒバリを表現することは､無意識的にララヒバリにたいする ｢理解｣を限定､

あるいは逸脱してしまう危険性がある｡そのため､本論では､そのような用語によって ｢ラ

ラヒバリ｣を指示せず､タラウマラが現地で用いる ｢ララヒバリ｣という語によって議論

を展開していく｡

以上に､本論における用語上の定義をしたので､以下に､従来の先行研究を踏まえたう

えで､本論の視角を明確にする｡

ララヒバリ研究[Lumholtz1902;BennettandZingg1976etc.】だけでなく､ララヒバリ

に関する民族誌的な記述を書いたもの【Fried1969;Rodoriguez1985etc.]であれば､テスグ

イノ (tesgiiino)というビールや､それを飲むためのテスグイナダという集まりに関する記

述が､ララヒバリに付随してほとんどすべてのものに見られる｡しかし､ララヒバリを研

究主題にしない者でさえ目を引かれ､ララヒバリとテスグイノやテスグイナダの間には何

か重要な事柄があると考えることは妥当であるにもかかわらず､その関係性に目を向けた

研究者はほとんどおらず､軽視されてきた｡

唯一､ローペス【L6pez19991だけがララヒバリとテスグイナダとの関係性に触れている｡

彼は､間にいくつかの要素を挟んでいるけれども､ララヒバリがテスグイナダとの循環の
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なかで存在していると指摘している[L6pez1999:140-141】｡

しかし､ローペスは､ララヒバリとテスグイナダの関連性の深さを指摘するにとどまり､

それ以上の分析を進めていない｡そこで､本論では､ララヒバリとテスグイナダの関連の

深さに着目し､分析を進めていく｡

また､ルムホルツ【Lumholtz1902:281-294]やベネ ット【BennettandZingg1976:

335-345】などの民族誌家は､大規模なララヒバリだけを想定した記述を残している｡ しか

し､彼らは､ララヒバリに存在する規模の違いを無視している｡

従来の研究者､特にケネディ[Kennedy19691やデルガー ド【Delgado20061は､ララヒバ

リの規模や性質に応じて細かく分類している｡ しかし､彼らの分析の主軸に据えられてい

るのは､やはり大規模なララヒバリであり､考察の対象として見ていない｡そこで､本論

では､ララヒバリの規模の違いに着目し､考察を試みる｡

以上の 2点を踏まえたうえで､ララヒバリとテスグイナダの集団の想像のさせ方の違い

を明らかにしようというのが､本論の視角である｡

さいごに､本論の流れを述べることによって本章を締めくくる｡1章では､地理や生業､

社会組織､そして歴史的背景など､タラウマラを理解するうえで必要不可欠な基本的な事

柄を述べる｡続く 2章では､後述するララヒバリにも深くかかわり､タラウマラ社会にお

いて､欠くことのできないテスグイノやテスグイナダがいかなるものであるかを見ていく｡

3章では､ララヒバリの基本的事項を押さえ､どのようにしてララヒバリが行われるのかを

見てい く ｡ 4章では､ララヒバリとテスグイナダの集団の想像のさせ方の違いを考察する｡

おわりにでは､本論をまとめ､今後の展望を述べる｡
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第 1章 タラウマラ社会の概要

本章では､本論の議論の対象となるタラウマラという先住民族集団についての概要を述

べる｡ そもそも､タラウマラとい う呼称は彼らの言語で､みずからを指 し示す ｢ララムリ

(raramuri)｣のスペイン語-の転靴 した形であり､ララムリはララ (rara:足)､フマ

(jdma:走る)､リ (ri:接尾辞)から派生して【Pennington1963'･1】おり､｢足で走る人｣

を意味している｡ 本論では､学術的な論文において一般的な呼称であるタラウマラを用い

て議論を展開していく｡

また､先行研究のなかでタラウマラは山岳居住者 (pag6tame)､峡谷居住者 (poblanos)､

-ンティール (gentil:異教徒)の3つの下位グループ-と分類[Plancarte1954:29;Fried

1969:846;Kennedy1978:2]､またはバウティサー ド (bautizados:キリス ト教徒)と-

ンティールの2つの下位グループ-と分類[Basauri1929:14;BennettandZinng1976:

vd]するときがある｡そして上記において､山岳居住者や峡谷居住者､バウティサー ドをキ

リス ト教徒 として､-ンティールを非キリス ト教徒 として区別する｡ しかし､-ンティー

ルはキリス ト教徒の観念を吸収[Kennedy19782]し､プランカルテが ｢実践や信仰上､以

上の分類に大差はない｣【plancarte1954:29】と述べるように､タラウマラを以上のような

下位区分することは容易ではない｡そのため､先行研究のなかで下位グループ-と分類 し

ていたとしても､本論ではタラウマラを下位区分-と区別することなく取り扱 う｡

1節 地理 ･気候 ･人口･生業 ･社会組織

タラウマラはユ ト-アステカ語族に分類され､メキシコ北部､西シエラ ･マ ドレ山系の

チワワ州南西部からソノーラ州 とシナロア州にまたがる地域に居住する民族集団である

(図 1参照)｡西シエラ ･マ ドレ山系は､海抜 300-3000mと標高差があり､高地部 (山脈

部)と低地部 (峡谷部)の 2地域に区別される｡気候は､高地部 と低地部ともに雨季と乾

季のある亜熱帯性気候であり､高地部では最高気温が30℃を越え､最低気温は-20℃を下

回る【SierraTarahumara】｡また､低地部では最高気温が約 45℃､最低気温が0℃を下回る

【SierraTarahumara】｡

2000年のセンサス[ⅩⅠICensogeneraldepoblaci6nyvivienda2000]によると､5歳以

上のタラウマラ語を話すタラウマラは 75,545人おり､そのうちの 70,842人がチワワ州に

住んでいる｡さらに､チワワ州に住んでいるタラウマラのうち､55,666人がスペイン語を
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話し､13,136人がスペイン語を話さず､残りの 2,040人が無回答である｡このことから､

タラウマラの大部分が今でもチワワ州に住んでおり､おおよそ 4人に 3人がスペイン語を

話すことができる｡

次に､タラウマラの生業について見ていく｡ タラウマラは､基本的に自給自足の生活を

しており､おもに農耕と牧畜から日々の生活の糧を得ている[Kennedy1990:17-18]｡彼ら

は､トウモロコシやマメ､カボチャを栽培し､ヤギやヒツジ､ウシを放牧している[Kennedy

1990:19】｡

一般的に､主食であるトウモロコシは､一毛作で栽培されており､4月か5月に播種され､

10月か 11月に収穫される[Pennington1963:53]｡そして､収穫された トウモロコシを乾

燥させ､メタ-チ (metate)と呼ばれる石臼で粉末にした後､水で溶いたピノーレ(pinole)

と呼ばれるものを､タラウマラは主食としている【Kennedy1990:19]｡また､トウモロコシ

から､タラウマラのあらゆる社会的な場において飲まれる､テスグイノというビールが作

られる【Kennedy1990:201｡

一方､家畜の肉は､タラウマラの日々の食事の主要な構成要素ではなく､通常､大きな

宗教儀礼でのみ食べられる【Kennedy1990:211｡そのような場合に供犠されるのはヤギやウ

シであり､その頻度は年 5,6回である[Kennedy1.990:21]｡そして､タラウマラは一般的に､

ヤギやウシの乳を飲まない[Kennedy1990:211｡さらに､タラウマラはめったにヒツジを食

べることはない[Kennedy1990:21]｡家畜は､タラウマラの日々の食事にあまり貢献してい

ないが､おもに農耕に役立てられている｡ タラウマラは､畑を耕すためにウシを用い､家

畜のフンを肥料として用いている[Kennedy1990:21】｡そして､ヒツジからは羊毛を取って

いる【Kennedy1990:21】｡

また､ヤギやウシなどの家畜をメステイソ (mestizo)(3)に売ることによって､現金収入

をときおり得るタラウマラもいる[Kennedy1990:22]｡その他の現金収入を得る手段として､

メステイソの製材所や農場で数日間働くタラウマラもいる[Kennedy1990:22】｡そして､タ

ラウマラは､そのようにして得た現金を､衣服を作るための安価な布地や､少量の塩や砂

糖を購入するために用いている[Kennedy1990:22】｡

次に､タラウマラの社会組織について見ていく｡ タラウマラのもっとも小さな社会組織

は､一般的に父､母､子供からなる核家族で構成されている[Kennedy1990:39】｡しかし､

(3)本来は先住民と白人との混血を示す生物学的区分であったが､現在では文化的 ･社会的区分として用い

られている｡
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そのような世帯は､必要に応じて､父あるいは母の両親まで拡大される【Kennedy1990:39】｡

そして､このような世帯が比較的近くに散らばりながらも､複数集まることによって､

ランチェリーア (rancheria:集落)が形成される【Naranjo1995:43】｡大きなランチェリ

ーアは 15-20世帯程度から構成されているが､たいていのランチェリーアは5､6世帯か

ら構成されている[Fried1969:853】｡

そして､このようなランチェリーアは､プェプロ (pueblo)と呼ばれる地理的 ･政治的

単位にまとめられている【Kennedy1963:6201｡プ ェプロは､複数のランチェリーアと1ヶ

所のプェプロ･センターから構成され､タラウマラが何らかの連帯感を感じる最大の統一

体である【Kennedy1990:49】｡また､それぞれのランチェリーアは､互いに峡谷や山脈を横

断しながら､1,5-8km離れている【Kennedy1963:6201｡

タラウマラは､自分たちの自治組織を持っており[Kennedy1990:491､たいていの法的な

事柄を自分たちのプ ェプロ内で取り扱う【Kennedy1963:620]｡ケネディ[Kennedy1990:

49]によると､タラウマラは自分たちがタラウマラという民族集団に属しているという意識

を持っているが､民族集団全体を包括する行政組織を持っていない｡

プ ェプロ ･センターには､かつてイエズス会によって建設された教会があり､大きな宗

教儀礼がプェプロ･センターで毎年行われる[Kennedy1963:620;1990:49]｡また､このよ

うな教会は､プ ェプロの成員にとって､集会所としての役割を担っている【Kennedy1990:

491｡しかし､宗教儀礼や集会所として用いられるプ ェプロ･センターには､タラウマラが

ほとんど住んでいない代わりに､メステイソの家屋やメステイソが経営する商店や学校な

どがある【Kennedy1990:49-50,'Naranjo1995:40]｡

次に､上述してきたようなプェプロには､どのような政治的な役職があるのかを見てい

く｡ 一般的にタラウマラのプェプロには､ゴベルナ ドール (gobernador)､テニエンテ

(teniente)､カピタン (capitan)､ソルダー ド (soldado)､アラカンテ (alacante)､マヨ

ール (mayor)という役職がある【Kennedy1990:50-521｡

ゴベルナ ドールの役割は､村長のような役割であり､プェプロ内でのもめごとの解決や､

教会の修繕などのプ ェプロ全体にかかわるような仕事の実施､そして人々に倫理的な規範

を説くことである【Kennedy1990:50]｡テニエンテは､ゴべルナ ドールの不在時に､ゴベル

ナ ドールの仕事を行う[Kennedy1990:50】｡そして､カピタンやソルダー ドという役職は､

複数の人間によってそれぞれの役職が担われ､ゴベルナ ドールの仕事を補佐する[Kennedy

1990:51】｡カピタンは､警察のような役割を担い､不正行為で告発された人を探し､法廷

10

そのような世帯は､必要に応じて､父あるいは母の両親まで拡大される【Kennedy1990:39】｡

そして､このような世帯が比較的近くに散らばりながらも､複数集まることによって､

ランチェリーア (rancheria:集落)が形成される【Naranjo1995:43】｡大きなランチェリ

ーアは 15-20世帯程度から構成されているが､たいていのランチェリーアは5､6世帯か

ら構成されている[Fried1969:853】｡

そして､このようなランチェリーアは､プェプロ (pueblo)と呼ばれる地理的 ･政治的

単位にまとめられている【Kennedy1963:6201｡プ ェプロは､複数のランチェリーアと1ヶ

所のプェプロ･センターから構成され､タラウマラが何らかの連帯感を感じる最大の統一

体である【Kennedy1990:49】｡また､それぞれのランチェリーアは､互いに峡谷や山脈を横

断しながら､1,5-8km離れている【Kennedy1963:6201｡

タラウマラは､自分たちの自治組織を持っており[Kennedy1990:491､たいていの法的な

事柄を自分たちのプ ェプロ内で取り扱う【Kennedy1963:620]｡ケネディ[Kennedy1990:

49]によると､タラウマラは自分たちがタラウマラという民族集団に属しているという意識

を持っているが､民族集団全体を包括する行政組織を持っていない｡

プ ェプロ ･センターには､かつてイエズス会によって建設された教会があり､大きな宗

教儀礼がプェプロ･センターで毎年行われる[Kennedy1963:620;1990:49]｡また､このよ

うな教会は､プ ェプロの成員にとって､集会所としての役割を担っている【Kennedy1990:

491｡しかし､宗教儀礼や集会所として用いられるプ ェプロ･センターには､タラウマラが

ほとんど住んでいない代わりに､メステイソの家屋やメステイソが経営する商店や学校な

どがある【Kennedy1990:49-50,'Naranjo1995:40]｡

次に､上述してきたようなプェプロには､どのような政治的な役職があるのかを見てい

く｡ 一般的にタラウマラのプェプロには､ゴベルナ ドール (gobernador)､テニエンテ

(teniente)､カピタン (capitan)､ソルダー ド (soldado)､アラカンテ (alacante)､マヨ

ール (mayor)という役職がある【Kennedy1990:50-521｡

ゴベルナ ドールの役割は､村長のような役割であり､プェプロ内でのもめごとの解決や､

教会の修繕などのプ ェプロ全体にかかわるような仕事の実施､そして人々に倫理的な規範

を説くことである【Kennedy1990:50]｡テニエンテは､ゴべルナ ドールの不在時に､ゴベル

ナ ドールの仕事を行う[Kennedy1990:50】｡そして､カピタンやソルダー ドという役職は､

複数の人間によってそれぞれの役職が担われ､ゴベルナ ドールの仕事を補佐する[Kennedy

1990:51】｡カピタンは､警察のような役割を担い､不正行為で告発された人を探し､法廷

10



に連れてくる[Kennedy1990:51]｡ソルダー ドは､カピタンの下位に位置づけられており､

カピタンの仕事を手伝 う【Kennedy1990:51-52】｡また､ソルダー ドは遠く離れたランチェ

リーアにゴベルナ ドールの伝言を届ける[Kennedy1990:51-52]｡アラカンテは､判事のよ

うな役割を担っており､法廷において被告人に判決を下す【Kennedy1990:51】｡そして､最

後のマヨールは､上記の役職とは性質がいくらか異なっている｡ケネディ【Kennedy1990:

50]は､タラウマラが互いに非常に離れたところに住んでおり､また非常に内気な者が数多

くいるために､しばしば配偶者を見つけることが困難だとしている｡ そのため､マヨール

は､結婚したい人や子供に結婚してほしい親の要望があったさいに､適当な配偶者を紹介

し､婚姻を取り決める【Kennedy1990:50-51]｡

本節の締めくくりとして､タラウマラの日常生活について記述しておくと､タラウマラ

男性はヤギなどの家畜の世話や放し飼いのウシの所在確認､広範囲に散在する畑の手入れ

などの活動を単独で行う【Kennedy1963:628]｡また､女性は家庭のなかで家事や男性と交

代してヤギなどの放牧を行う[Kennedy1963:628】｡以上のような労働形態やランチェリー

ア間の距離､ランチェリーア内の家々の距離などによって､個々のタラウマラの世帯は比

較的孤立して生活している[Kennedy1963:628】｡

次節では､現在のタラウマラの状況が､いかなる歴史的経緯によって形成されてきたの

かを見ていく｡

2節 植民地以降の歴史
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参加した先住民がともに共同生活を送りながら､神の教えに接する日々を送るというもの

であった[『ラテン ･アメリカを知る事典』]｡このような取り組みを行っていたイエズス

会宣教師であったが､1767年に､王権至上主義を掲げて教皇庁と対立するカルロス3世

(carlosⅢ)によって､イエズス会宣教師はスペイン領アメリカから追放された[『ラテ

ン･アメリカを知る事典』]｡

1 イエズス会の時代 (1607-1767)

タラウマラとスペイン人とのはじめての接触がイエズス会宣教師のフアン ･フォンテ

(JuanFonte)神父によって1607年に行われた[SheridanandNaylor1979:7]｡その後､

継続的な布教活動が行われていたが､タラウマラの土地に最初の常設布教所が作られたの

は1639年になってからであった[Fried1969:846]｡そして､イエズス会宣教師は1648年

までに 6ヶ所のプェプロを設け､布教の効率をあげるためにタラウマラをプェプロ･セン

ターに集めようとした[Fried1969:846]｡しかし､1645年から1690年にはイエズス会宣教

師によるキリス ト教化とプェプロ･センター-の集住化に反発したタラウマラが､ときお

り反乱を起こし､その結果､多くの血が流れた[Fried1969:846]｡

ただし､このような暴力に頼った武装蜂起は稀であり､タラウマラがスペイン人にたい

して不満を抱いたときの基本的な姿勢は逃げることであり､彼らはスペイン人の侵入が困

難な高地部-と､その居住地を移動させていった[Pennington1963:2-23】｡

イエズス会宣教師は､1767年にスペイン国王によって ｢新世界｣から追い出されるまで

布教活動に従事し､彼らの布教活動の期間､タラウマラ語を学び､多くの教会を建設した

[Kennedy1978:14】｡彼らは家畜や肇などを導入することによって非常に大きな経済的影

響をタラウマラに与え､1767年までには 50のプ ェプロを建設し､19人の宣教師が布教に

従事していた[Dunne1948:220]｡

また､17世紀前半にチワワ州南部において鉱山が発見され､スペイン人の鉱夫や彼らを

守る護衛兵がやってきた[Fried1969:846]｡それにともない､食料を生産するスペイン人

農夫や牧夫がタラウマラの土地の周辺にあらわれた[Kennedy1978:14･15]｡このような

人々の増加によりタラウマラの土地は奪われ､あるタラウマラは賃金のため､また別のタ

ラウマラは奴隷としてスペイン人のための労働を強いられた[Kennedy1978:15]｡
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2 イエズス会撤退後の時代 (1767-1899)

イエズス会の撤退以降､新たに布教の任についたフランシスコ会はタラウマラ地域で積

極的な活動を行わなかったので､1890年代にルムホルツやシュワタカがやってくるまでこ

の地域のことはあまりわかっていない[Kennedy1978:23]｡

しかし､1767年から1825年まではスペインからのメキシコの独立期ということもあり､

タラウマラにたいする政府の干渉が少なかった[Kennedy1978:23]｡ そして､18世紀初頭

には北部からあらわれたアパッチ (Apache)が略奪や破壊行為を行ったので､タラウマラ

の住む地域-の入植者の流入が制限されていた[Fried1969:850]｡

以上のような状況により､この時代にはタラウマラは農夫や牧夫､鉱夫などの入植者と

の最小限の接触に限定されていた[Kennedy1978:23]｡

3 イエズス会再来の時代 (1900-)

1900年になると､再びタラウマラ地域にもどってきたイエズス会は､タラウマラ語で新

しい信仰問答書を作り始め､さらに全寮制の学校や孤児院を設立した[Kennedy1978:25]｡

また､1930年代にはメキシコ政府はタラウマラの経済状態の改善や教育水準の向上､分散

した居住の統合などを推進しようとしている[Plancarte1954:81-96]｡

1961年にはチワワ市からロス ･モチス (LosMochis)までを結ぶチワワ太平洋鉄道が完

成し､タラウマラ地域-の旅行者の観光が容易になった[Kennedy1990:15] ｡ また近年で

は､新しい道路が敷設され､製材業による森林の伐採や麻薬密売人による麻薬栽培が活発

に行われている[Paciotto1996:175]
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第 2章 テスグイナダ

前章では､タラウマラに関する概要や現在にいたる歴史的な経緯を記述 してきた｡そし

て､タラウマラの日常生活が比較的孤立した状態で営まれているということも記述した｡

本章では､そのような日常的な静けさとは対照的に､テスグイノやテスグイナダが非 日

常的な状態を生み出し､タラウマラ社会において､いかに重要であるかを記述する｡

1節 テスグイナダの概要

テスグイノは前章でも述べたように､タラウマラの主食である トウモロコシを発酵させ

て作ったビールであり､テスグイナダはそのテスグイノを飲むための集まりである｡テス

グイノは､ トウモロコシを水に浸して発酵を可能にするために7日かかる[Kennedy1963:

6231｡その後､その トウモロコシを粉にして発酵させるという作業に､さらに 3日かかる

[Kennedy1963:622-623]｡しかし､これほど時間をかけて作られるテスグイノだが､おお

よそ 12-24時間以上経つと､腐敗が始まって飲めなくなる【Kennedy1963:6231｡また､

テスグイノは､貯蔵もできないので､テスグイナダの直前に完成するように調整される

【Kennedy1963:6231｡そして､作られたテスグイノは腐るまでにすべて飲み尽くされなけ

ればならない[Kennedy1963:623]｡

もし､一晩でテスグイノを飲み尽くせない場合､人々はテスグイノを残 して腐らせるこ

となど考えられないので､仮眠をしばらくとった後に､ふたたび飲みはじめる【Kennedy

1963:623]｡これほどまでに､人々はテスグイノ-の強い噂好をもっているが､個人的にテ

スグイノを作って自分だけで飲まないのかというケネディの質問を､インフォーマン トは

一笑に付した[Kennedy1963:623]｡つまり､飲酒という行為は､タラウマラにとって､個

人的な行為というよりも､社会的な行為である｡

このようなテスグイノは､単なるアルコール飲料 として､テスグイナダで飲まれるだけ

にとどまらず､タラウマラ社会のさまざまな場面で用いられている｡ 例えば､テスグイノ

は､オノルアメ (onoruame)と呼ばれる神によって与えられたとされ､豊作の保障や家畜

の保護､害虫の駆除､雨乞い､カミナリからの保護､子供の病気の予防などの儀礼や､埋

葬などの通過儀礼において用いられる[Kennedy1963:623】｡また､このような儀礼の後に

は､テスグイナダが開催される[Kennedy1963:623]｡

上記のような儀礼のほかに､テスグイナダが開かれる主な理由は共同作業やララヒバリ
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の後であり､開かれる理由の大部分は共同作業である[Kennedy1963:623,629]｡そして､

前述したようなテスグイナダを開く理由がないかぎり､めったにテスグイノが作られるこ

とはない[Kennedy1963:623]｡ただし､ケネディ【Kennedy1970:114]は､テスグイナダの

95パーセント近くは､共同作業や治療儀礼を口実にして開かれていると述べている｡

タラウマラの日常生活が世帯を中心に営まれている一方で､単体の世帯では行うことが

難しい､あるいは冗長となるような畑の除草や収穫､飼料取り､フェンスや家の建設など

の仕事を行うさいに､共同作業をともなうテスグイナダが開かれる【Kennedy1963:624]｡

個々の世帯の仕事を仲間にやってもらうという性質のために､テスグイノを作る主体は

個々の世帯であり､テスグイノを作った世帯は近隣の世帯を訪問し､テスグイナダに誘 う

[Kennedy1963:624]｡このとき､招待者の世帯は共同作業について述べる必要はなく､労

働の存在は暗黙の了解として認識されている[Kennedy1963:624]｡

テスグイナダの出席者は､男性であれ女性であれ､可能な限りテスグイノを飲み､酪酎

することが期待され､招待者の世帯は出席者全員が酷酎できるほどの十分なテスグイノを

用意する義務がある[Kennedy1963:629】｡そのため､一度のテスグイナダで､テスグイノ

は少なくとも180リットル作られる[Kennedy1963:634]｡そして､用意されたテスグイノ

がすべて消費されるまでテスグイナダはつづき､一般的に15-20時間程度っづく【Kennedy

1963:635]｡

テスグイナダが始まるときには､姦通やケンカをしないなどの倫理的な規範に関する演

説がなされる【Kennedy1963:6271｡そして､テスグイナダ中､人々は大量のテスグイノを

消費しながら､大声での会話や歌､ヴァイオリンやギターなどの楽器の演奏などによって､

非常に活気に満ちた場を生み出す[Kennedy1963:624]｡また､ トウモロゴシや家畜などの

取引や､儀礼やララヒバリが取り決められる[Kennedy1963:629]｡さらに､テスグイナダ

に出席している男性すべてが参加する､ララヒバリが行われる場合もある【Kennedy1963:

628]｡

次節では､以上に記述してきたテスグイノやテスグイナダが､タラウマラ社会において､

いかなる影響を持っているのかについて記述していく｡

2節 テスグイノ･コンプレックス

テスグイノやテスグイナダは､ケネディ【Kennedy1963:626]がテスグイノ･コンプレッ

クス (tesgtiinocomplex)と表現するように､タラウマラ社会において､娯楽的な側面だけ
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ではなく､宗教的 ･政治的 ･経済的､さまざまな側面に密接に結びついている｡

宗教的な側面に関していうと､前述したようにテスグイノはさまざまな儀礼において用

いられる｡ また､テスグイナダでは､かならず最初にオノルアメにテスグイノが儀礼的に

捧げられる【Kennedy1963:624]｡上記のようなことから､タラウマラはテスグイノには神

聖な性質があると考えていることがわかる｡

次に政治的な側面についていうと､タラウマラ社会では､社会的な地位の序列は大きく

ないけれども､ トウモロコシなどの余剰や家畜の所有などによって社会的地位がいくらか

示される[Kennedy1963:626]｡さらに､テスグイナダでも社会的地位は示され､社会的地

位の高い人は､自分が主催するテスグイナダを頻繁に催して多くの人を招待し､出席者全

員が完全に酪酎できるほどのテスグイノを準備する[Kennedy1963:626]｡そして､そのよ

うな人物は互酬的に､多くのテスグイナダに招待される【Kennedy1963:626]｡反対に､十

分なテスグイノを準備できず､他人のテスグイナダに招待されない男性は､社会的地位を

落とす 【Kennedy1963:626]｡

経済的な側面についていうと､共同作業のテスグイナダに当てはまるが､招待者の世帯

は労働の対価として出席者にテスグイノを振る舞う【Kennedy1963:624】｡また､前節で述

べたように､テスグイナダにおいて家畜や トウモロコシなどの取引が行われる｡

また､テスグイナダでは､姦通やケンカの禁止などの倫理的な規範が示されるにもかか

わらず､しばしばそのような規範の逸脱が生じる[Kennedy1963:6271｡日常生活において､

このような倫理的規範にたいする逸脱は､めったに生じない[Kennedy1963:627;629】｡ま

た､逸脱行為にたいする社会的制裁に関して､テスグイナダでの姦通は､婚姻の破局に至

らないかぎり､どのような制裁も逸脱者に与えられることはない[Kennedy1963:627]｡そ

して､殺人を含むケンカに関しても､その制裁は軽減､あるいは免除される[Kennedy1963:

636]｡タラウマラの間での､このような逸脱にたいする寛容な姿勢は､アルコールを含む

テスグイノが人を酪配させることに帰される[Kennedy1963:6271｡つまり､テスグイナダ

は､日常生活において禁止されている倫理的な規範を一時的に停止し､抑圧された敵意や

攻撃性､性的緊張を緩和 ･解放している｡

以上に述べてきたように､テスグイノやテスグイナダは､宗教 ･政治 ･経済など､さま

ざまな側面と密接に結びついているだけでなく､儀礼や共同作業などにおいても欠かすこ

とのできないものである｡

それでは､タラウマラはどの程度テスグイノやテスグイナダに関わっているのだろうか｡
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それについて､ケネディ【Kennedy1963:634-635】が興味深い試算を行っている｡

彼は､タラウマラ一世帯につき毎年 4-6回程度テスグイノを作成し､互酬的に 15世帯

と結びついているとする【Kennedy1963:634-635]｡そのため､人は潜在的に年60-90回､

テスグイナダに参加する機会がある【Kennedy1963:634-635】｡ただし､参加者を完全に酪

酎させる可能性を増すために､比較的近隣に住む世帯が申し合わせてテスグイノを作る慣

習などにより､上記の回数は若干減り､人のテスグイナダ-の参加は年40-60回程度にな

る[Kennedy1963:635]｡また､一度のテスグイナダは平均 15-20時間つづき､人は最低

でも600時間以上､飲酒している[Kennedy1963:635]｡そして､アルコールの影響下から

の回復や他人が主催するテスグイナダ-の参加のための移動時間､テスグイノを作成する

時間などのテスグイノやテスグイナダに関連する諸事を考慮すると､ケネディはタラウマ

ラが少なくとも年 100 日以上､テスグイノやテスグイナダに時間を費やしているとする

[Kennedy1963:635]｡つまり､タラウマラは､3､4日に一度という頻度で､テスグイノや

テスグイナダに関連する諸事に関わっている｡

このようにタラウマラは､テスグイノやテスグイナダのために､非常に多くの時間を割

いており､タラウマラが社会生活をしていくうえで､必要不可欠なものであることがわか

る｡
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第 3章 ララヒバリ

本章では､ララヒバリについての基本的な事項を記述し､ララヒバリが実際にどのよう

な流れで実施されていくのかについて述べていく｡ そもそも､このララヒバ リという呼称

は､｢足｣を意味するララ (rara)と ｢投げる｣を意味するパ (pa)､接尾辞のリ (ri)から

派生 (4) して[Pennington1963:168]おり､｢足で走る人｣を意味するララムツという自分た

ちの呼称と同様に､｢足｣を使 うことが合意されている｡

1節 ララヒバリの概要

ララヒバリでは､走者を 2チームに分け､それぞれのチームの走者を同数にする【L6pez

1999:137]｡そして､それぞれのチームは､コマカリ (komakali)(5) と呼ばれる木製のボ

ールを一つ所有し､そのボールを蹴 りながら走る[Kennedy1969:211｡コマカリは直径 7-

8cm､重さ200-230g程度である[Delgado2006:8]｡このコマカリは､足のつま先と甲の

あいだにのせられて素早く空中に放 り投げられるので､あたかも蹴られているように見え

る【Delgado2006:8]｡そして､このコマカリは放物線を描きながら､25-50m先まで飛ぶ

[Delgado2006:8】｡

次にララヒバ リのコースについて記述する｡コースは､小川が流れる場所や起伏の富ん

だ丘陵､薮やサボテンに覆われた岩肌が露出した地形である【Kennedy1990:92]｡走者たち

はそのようなコースを､事前に決められた周回数分だけ走る[Pennington1963:168]｡理想

的には､タラウマラは一周を折り返さずに走れる円形のコースを好む【L6pez1999:140]｡

ただし､たいていの場合､地形的な制限があるので､スター ト地点から 2直線に伸びたも

のがコースになる[Kennedy1990:92】(図2参照)｡走者は､一方の折り返し地点まで走っ

て折 り返 し､スター ト地点に戻ってくる【Kennedy1990:921｡そして､もう一方の折 り返し

地点まで走って折り返し､スター ト地点に戻ってくる[Kennedy1990:92]｡以上のようにし

て､初めて一周を走ったことになる[Kennedy1990:921｡このような一周の距離は､おおよ

そ 5-20kmの範囲で決められる[Lumholtz1902:2831｡

(4)本論が対象とするララヒバリの呼称は研究者によって異なる｡その他の呼称として､ララヒパ

(ralahipa)【Lumholtz1902:281]やダライブ (dalahipu)[BennettandZingg1976:339】､ダライパミ

(dalahipami)【BennettandZingg1976:339]､ララビバマ (rarapipamalL6pez1999】)､ララヒパメ

(ralajipame)【Kennedy1963:291など､さまざまにあるが､それぞれの呼称の間での意味の相違はほと
んどない｡

(5)先行研究では､ゴマカリ (gomakari)[pennington1970:34]と記述されることもある｡
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図2 ララヒバリのコース

ララヒバリにおける基本的な規則は､きわめて単純である｡ まず､ララヒバリに勝利す

る条件として､規定の周回数の後に､最初にスター ト地点をコマカリが越えることである

【Kennedy1969:22]｡もう一つの重要な規則は､ララヒバリ中にコマカリを手で触れないこ

とである[Kennedy1969:23]｡ただし､岩の割れ目など､コマカリを蹴ることのできないよ

うな場所に落ちた場合にかぎり､手を使ってコマカリを蹴れる場所に移動することができ

る【Kennedy1969:23】｡

ララヒバリが行われる時期に関していうと､その大多数は､5月～9月に集中的に行われ

るけれども､それ以外の時期にもララヒバリは行われる【Delgado2006:9]｡つまり､年間

を通して､ララヒバリが行われる可能性が潜在的にある｡また､人々が食糧危機で困窮し

ているときでさえ､ララヒバリは行われる[Lumholtz1902:281】｡

次に､どのような人々がララヒバリに関わっているのかを述べる｡ ララヒバリには大き

く分けて､走者､観客､チョケアメ (Chokeame)､オウェルアメ (oweruame)の 4種類

の人々が関わっている[Kennedy1969:21･32】｡それぞれの主な役割は以下のとおりである｡

走者は､ララヒバリにおいてコマカリを蹴 りながら走る｡ 大規模なララヒバリ (ララヒ

バリの規模については後述する)においては､一部の人だけしか走者となれないが､タラ

ウマラ社会において､走ることを生業とした職業的な走者は存在せず､誰しもが潜在的に

走者となる可能性がある【Delgado2006:10-11】｡また､走者たちがララヒバリのためにする

ことは､走る練習ではなく､コマカリを蹴る練習やララヒバリのコースに慣れることであ

る【Lumholtz1902:283】｡なぜならば､タラウマラは幼いときからヤギやヒツジなどの牧畜
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で､日頃から走り､持久力を身につけているからである【Kennedy1990:89】(6)｡

観客は､自分が応援するチームが勝てるように､さまざまな手助けをする【Kennedy1969:

28･291｡また､観客はララヒバリの結果にたいして賭けをおこなう【Kennedy1969:25】｡

チョケアメは､ララヒバリの幹事のような役割を果たし､ララヒバリの運営 ･組織する

役職である[Kennedy1990:90-91]｡それぞれのチームにはひとりのチョケアメがおり､た

いてい年配の男性がチョケアメになる【Kennedy1990:90･91]｡チョケアメは､ララヒバリ

の日時や場所､一周の距離､周回数を取り決め､コマカリを用意する責任があり､チョケ

アメが属する地域で最高の走者を招待する責任がある【Kennedy1990:90-91]｡また､チョ

ケアメには､走者にたいして忠告や世話をする責任や､ララヒバリ当日の賭けを取り決め

る責任がある【Kennedy1990･'90･91]｡このようなチョケアメという役職は､一年交代であ

る[Kennedy1978:183-1841｡また､1章で述べたゴベルナ ドールなどのプェプロの役職と

は異なり､チョケアメには名声や権力は伴わず､権力のヒエラルキーから独立している

[Kennedy1978:183-184】｡

オウェルアメとはタラウマラにおける呪術師のことであり､走者にとって必要不可欠な

役割を果たしており､チョケアメ自身がオウェルアメの場合もある【Lumholtz:1902:284]｡

オウェルアメは､相手チームからの邪術から走者を守り､相手を打ち負かすために､呪術

的なさまざまな手段を走者に与える[Kennedy1990:91-92]｡

以上のララヒバリに関する基本的な事項を押さえたうえで､次節にララヒバリがどのよ

うな流れで進められているのかについて記述していく ｡

2節 ララヒバリの流れ

本節では､ララヒバリがどのような流れで進められていくのかについて記述していくが､

ララヒバリにはいくつかの下位区分がある｡

ララヒバリを､ケネディ【Kennedy1969:19-20]は､規模の大きな順に､①民族間のララ

ヒバリ､②プェプロ間のララヒバリ､③異なるプ ェプロに属する下位集団間のララヒバリ､

(6)バルク【Balke1965】は､ララヒバリにおいてタラウマラが示す､驚異的な持久力に関心を持ち､生理学

的な観点から彼らの持久力に関する研究を進めている｡彼は､全寮制の学校に通うタラウマラの少年とメ

ステイソの少年､｢伝統｣的な生活を送るタラウマラの少年の心拍数や血中の酸素使用効率などを調査し､

比較した｡その結果､前二者のあいだでの顕著な差異は見られなかったが､｢伝統｣的な生活を送るタラウ

マラの少年の数値は前二者を大きく上回っていた｡つまり､バルクは､タラウマラの驚異的な持久力は先

天的に獲得されたものではなく､日頃の食事や生活習慣などの後天的な要因によって獲得されている可能

性があると指摘している｡
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④同じプェプロに属する下位集団間のララヒバリ､⑤テスグイナダ中のララヒバリの5つ

に分類している｡

①の民族間のララヒバリに関して､ケネディ【Kennedy1969:191はタラウマラと､テペワ

ンや ピ マなどの周辺の民族集団との間であったララヒバリについて言及している｡しかし､

このようなララヒバリを､ケネディがフィール ドワークを行っーた当時でさえ､タラウマラ

と他の民族集団の居住地域の境界線上のような場所において､限定的 ･例外的に行われて

いたにすぎなかったと指摘している[Kennedy1969:19]｡

②のプェプロ間のララヒバリは､タラウマラのプェプロ間で行われ､たいていのプ ェプ

ロでは年 1､2回程度しか行われない【Kennedy1969:19]｡このようなララヒバリで走られ

る距離は､おおよそ 100-200kmであり【Kennedy1990:92;Delgado2006:81､時間にす

ると､一昼夜かそれ以上かかる[BennettandZingg1976:336]｡

③の異なるプェプロに属する下位集団間のララヒバリは､しばしば行われる【Kennedy

1969:191｡そのララヒバリは､複数のランチェリーアなど､たいていプ ェプロよりも小さ

な集団であり､同じプェプロに属 しているかどうかは問わない集団から構成 される

[Kennedy1969:19-20]｡また､これらの集団は固定された集団ではなく､その時々で容易

に変わりうる【Kennedy1969:20]｡

④の同じプ ェプロに属する下位集団間のララヒバリは､外見上､③の異なるプェプロに

属する下位集団間のララヒバリとほとんど変わらなく見えるが､その性質を異にする｡こ

のララヒバリは､同じプ ェプロに属する集団間で行われるために､呪術による恐怖などが

あまりなく､しばしば②のプェプロ間のララヒバリの予行演習のように考えられている

[Kennedy1969:20】｡

⑤のテスグイナダ中のララヒバリは､テスグイナダに人々が集まったときに､誰彼とも

なく提案され､自然に行われる【Kennedy1969:201｡そして､アルコールの影響下にあると

いうこともあり､形式性を欠き､上記の4種のララヒバリに比べ､走る距離も短い[Kennedy

1969:20]｡このときに走られる距離は､おおよそ 2-40km であり【Kennedy1978:107;

Delgado2006:8】､時間にすると､数時間で終わる[BennettandZingg1976:336】｡

上記の5種類のララヒバリは､ケネディ[Kennedy1969:20]によると､①から順に､形式

性､準備､熱意､人の集まり､走る距離､重要性､複雑性などが減少していくが､ララヒ

バリが行われる頻度は増加していく｡

本論では､②のプェプロ間のララヒバリと⑤のテスグイナダ中のララヒバリに焦点を当
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てる｡ その理由として､①の民族間のララヒバリは､タラウマラ地域でも､周辺的な場所

で例外的に行われているにすぎないので､一般的な議論には適さないからである｡また､

③の異なるプ ェプロに属する下位集団間のララヒバリと④の同じプ ェプロに属する下位集

団間のララヒバリは､②と⑤の中間的な性質を有しており､議論が煩雑になるのを避ける

ために要所を除き､省略する｡

それでは､①のプェプロ間のララヒバリがどのように進められていくのかの記述に入っ

ていく｡

まず､①のプ ェプロ間のララヒバリは､ララヒバリを行 うことが事前に取り決められる

ことから始まる【Kennedy1969:20]｡このようなプロセスは､③と④でも同様に必要である

[Kennedy1969:20]｡

このような事前の取り決めは､あるプ ェプロのチョケアメが他のプェプロのチョケアメ

を訪問することから始まる[Kennedy1969:23】｡ただし､この訪問は秘密裏に行わなければ

ならないために､夜中や十分に成長した トウモロコシ畑のなかで人目を避けて行われる

[Kennedy1969:231｡このときに､ララヒバリの開催日や開催場所､走者の数などが話し合

われる[Kennedy1969:20]｡取り決め後､チョケアメは自分のプェプロに戻り､テスグイナ
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取り決めから､実際に開催されるまでの期間は､数週間から数ヶ月が必要となる【L6pez
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リで走る走者に､少なくとも3目前から女性との性的関係やテスグイノを断つように忠告

する[Kennedy1969:23-24】｡また､遠くのランチェリーアに住んでいる人は､数日前から

ララヒバリの開催場所の近くに移動してくる【Kennedy1969:241｡

ララヒバリの前日の夜になると､相手チームの邪術から走者を守るために､走者の足を

治療する儀礼が行われる[Kennedy1969:24,321｡そして､目が変わると､自分のチームの

勝利を祈願するための儀礼が行われる[Kennedy1969:24]｡

当日の明け方になると､人々がチョケアメの家の前の空き地に集まり､オノルアメ-の

テスグイノの儀礼的な献納や､走者を呪術から守るための儀礼などが行われる【Kennedy

1969:24･25]｡その後､人々はララヒバリのスター ト地点に移動し､チームごとに対峠して

集まる[Kennedy1969:25】｡

次に､ララヒバリの結果にたいして賭けが行われる｡ 賭けはチョケアメが取り仕切り､
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賭けたい者は自チームのチョケアメのところに財を持っていき､自分が欲しい財をチョケ

アメに伝える[Kennedy1969:26】｡そして､そのチョケアメは相手チームのチョケアメと相

談しながら､賭けられた財と等価値となるような財とを結びあわせる【Kennedy1969:26】｡

このときに賭けの対象となる財は､羊毛の毛玉や石鹸､ナイフ､弓矢などの日用品である

が､ときには家畜も賭けられ､タラウマラの所有するあらゆる財が賭けの対象 となる

【Kennedy1969:26]｡しかし､基本的に､賭けられる財は､自分たちの生活の余剰物であり､

賭けに勝ったとしても､賭けた財が倍になるだけであり､賭けによって人が他の人と比べ

て著しく裕福になったり､貧乏になることはない[Kennedy1969:37】｡

また､人々は個々の走者ではなく､チームにたいして賭け､ララヒバリの間､チョケア

メの側に賭けられた財が山積みにされて置かれていく【Kennedy1969:26･27】｡このような

賭けは､ララヒバリの一周目が終わるころまで行われる【Kennedy1969:261｡

賭けがあるために､実際にララヒバ リが始まるのは午後をすこし過ぎてからである

[Kennedy1969:27]｡ララヒバリが進行して一周が終わるごとに､チョケアメは周回数分置

いた小石をひとつずつ取り除く【Kennedy1969:28]｡両チームの年配の男性は､コースのさ

まざまな場所にいて､コースのショー トカットやコマカリ-の手の使用､相手チームの走

者-の妨害などの不正を見張る[Kennedy1969:28]｡

ララヒバリが進行し､走者のなかに疲労や空腹を覚えた者は､スター ト地点で､オウェ

ルアメの ｢治療｣や観客が用意したピノーレを摂るために､しばらく走るのをやめること

が許されている[BennettandZingg1976:336･337】｡ただし､ふたたびララヒバリに復帰

して､コマカリを蹴る資格を得るためには､他の走者がコマカリを進めた分だけの周回数

を走らなければならない【BennettandZingg1976:337]｡

また､観客は自分が応援するチームが勝てるように､走者と伴走して倣励 (7)を送 り､走

者が蹴ったコマカリの落下地点を走者に教える[Kennedy1969:28･29]｡そして､夜になる

と､観客は松明をもって､走者やコマカリを照らす【Kennedy1969:29】｡走者が見えないと

ころを走っているとき､スター ト地点にいる観客は､性的な冗談などの会話を交わして楽

しむ[Kennedy1978:108】｡

ララヒバリが終盤に近づくにつれ､参加者の興奮は高まり､最後の一周になると､その

興奮は最高潮に達する[Kennedy1969:29】｡老若男女を問わず､大勢の観客は自分が応援す

(7)走者に送られる激励は､｢頑張れ｣や ｢もっと速く｣を意味するウェリガ (W6riga)や｡｢お前は勝つ｣

や ｢お前は最高の走者だ｣を意味するサブカ (sapuka)である【Rodoriguez1985:62】｡
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るチームの走者とともに走り､激励を送りつづける【Kennedy1990:94]｡

しかし､勝敗が決すると､観客の関心は賭けに向けられ､観客は賭けの山に群がり､チ

ヨケアメから自分の勝ち分を受け取る【Kennedy1990:941｡賭けの配当を受け取った後､

人々はテスグイナダに参加するために最寄りのランチェリーア-と向かう【Kennedy1969:

30]｡

以上に､①のプ ェプロ間のララヒバリの大まかな流れを記述した｡次に､⑤のテスグイ

ナダ中のララヒバリの流れを記述していく ｡

テスグイナダ中のララヒバリは､テスグイナダで､誰かが思いっきでララヒバリをする

ことを提案することで始まる[Kennedy1978:106]｡そして､チームは親族や住居の距離な

どの関係性によって､2チームに分けられる[Kennedy1978:106]｡チョケアメが不在の場

合､年配の男性二人がそれぞれのチームのチョケアメとして振る舞い､賭けを取り仕切る

【Kennedy1978:1061｡このときの賭けは､羊毛の毛玉や石鹸などが､ささやかに賭けられ

る程度である｡賭けの一方で､手の空いている者が､コマカリを即席で作る【Kennedy1978:

1061｡また､このララヒバリに参加する年齢もさまざまであり､10-50代までの､テスグ

イナダに参加しているすべての男性が参加することができる【Kennedy1978:106】｡

ララヒバリ中､走者が走る一方で､観客は伴走しながら､走者を手助けする[Kennedy

1978:107]｡また､スター ト地点にいる観客は､テスグイノを飲みながら､性的な冗談など

を交わし､走者が観客の見える位置に帰ってくるのを待つ【Kennedy1978:108]｡

そして､ララヒバリが終わり､賭けの勝ち分を受け取ったときに､テスグイノが飲み尽

くされていたならば､人々は帰路につく【Kennedy1978:108]｡
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第4章 考察

前章ではララヒバリに関する基本的な事項を述べたので､本章では､ララヒバリの分析

に入る｡ララヒバリは､日常生活において比較的孤立して生きるタラウマラにとって､人々

が集まる機会を提供する｡そして､ララヒバリは活気に満ちた状況を生みだし､娯楽的な

要素を有する｡しかし､ララヒバリは､たんなる娯楽に過ぎず､ベネット【BennettandZingg

1976:338]が考えるような､重要性の低い社会的な行為ではなく､娯楽以上の社会的な機能

を有していることを本章で考察する｡

従来のララヒバリ研究【Kennedy1969,'L6pez1999etc.]だけでなく､ララヒバリに関する

民族誌的な記述を書いたもの【Lumholtz1902;BennettandZingg1976;Fried1969;

Rodoriguez1985etc.】であれば､テスグイノやテスグイナダに関する記述がほとんどすべて

のもので見られる｡ しかし､ララヒバリを主たる研究課題としない者でさえ目を引かれ､

ララヒバリとテスグイノやテスグイナダの間には何らかの重要な事柄があると考えること

が妥当であるにも関わらず､ほとんどの研究者は記述するだけにとどまり､その関係性に

関心を示していない｡

しかし､唯一､ローペス【L6pez1999'･141]だけがララヒバリとテスグイナダとの関係性

に注目し､そのことに触れている｡ 彼は､ララヒバリとテスグイナダの間に賭けなどの要

素を挟みながら､ララヒバリとテスグイナダが､タラウマラの社会において､循環してい

ると指摘している【L6pez1999:141]｡

つまり､②のプ ェプロ間のララヒバリでは､ララヒバリ開催の取り決め､テスグイナダ

でのララヒバリ開催の告知､賭けの取り決め､ララヒバリ､賭けの受け取り､テスグイナ

ダという一連の流れがある｡そして再び､ララヒバリの開催の取り決めという流れになり､

循環していく｡

また､⑤のテスグイナダ中のララヒバリにおいては､テスグイナダ中に誰彼となく思い

つきでララヒバリを提案して開かれるために､さらに直接的な結びつきがみられる｡ そし

て､このようなテスグイナダにおいて､③の異なるプ ェプロに属する下位集団間のララヒ

バ リや④の同じプェプロに属する下位集団間のララヒバ リが取 り決められるときもある

【Kennedy1963:629】｡

以上から､ララヒバリの規模に関わらず､ララヒバリがきっかけとなってテスグイナダ

が開かれる､あるいはテスグイナダがきっかけとなってララヒバリが行われているという
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ことがわかる｡ そのため､ララヒバリとテスグイナダの間には､相互に強い親和性が存在

しているといえる｡

しかし､ララヒバリとテスグイナダの両者には､社会的な統合を促進させるような機能

があると考えられるが､集団の分節のさせ方に大きな違いがあり､そのことを以下に見て

いく｡

まず､テスグイナダの集団の分節のさせ方を見ていく｡ テスグイナダに見られるような

世帯間の社会的なっながりを､ベネットは ｢･･･テスグイナダでの労働や先住民の祝祭

における儀礼で結びついた､かなり不明瞭な隣人集団｣【BennettandZingg1976:333]と

表現している｡

しかし､このようなテスグイナダで現れる集団は､ベネットがいうような ｢不明瞭な隣

人集団｣などではなく､タラウマラ社会において､必要不可欠な社会集団である｡そのよ

うな社会集団の結びつきを､ケネディ[Kennedy1963:625]はテスグイノ･ネットワーク

(tesgtiinonetwork)と呼び､巨視的な観点から見ると､不明瞭さは消え､はっきりとし

た構造的な形態が見られるとする｡

つまりケネディ[Kennedy1963:625]は､互酬的にテスグイノに招待される世帯の組によ

って､特定の世帯にとって重要な共同体を､テスグイナダが形成するとする｡また､テス

グイナダを開く世帯を中心として形成される共同体は､世帯から世帯-と中心を移動しな

がら､網の目のような構造を形成する【Kennedy1963:625]｡

以上のことを図式化したものが図 3である｡それぞれの点は世帯を表しており､点から

伸びる線によって結びついたすべての点は､中心にある世帯にとってのテスグイノ･ネッ

トワークの成員を表象している｡つまり､点 aのテスグイノ･ネットワークの成員は点b､

C､d､eであり､点bのテスグイノ･ネットワークの成員は点a､f,g､hである｡

このようにしてテスグイノ･ネットワークは､世帯から世帯-と中心を移し､成員同士

を重複させながら､拡大していく｡ このとき､人々は､自分がどのプェプロに所属してい

るのかを知っており､さまざまな目的のためにプ ェプロ･センターに行くにもかかわらず､

テスグイナダにおいては､プ ェプロの結びつきを考慮していない【Kennedy1963:626]｡こ

のため､概念上､テスグイノ･ネットワークは､テスグイナダの招待主の世帯という中心

がテスグイナダごとにその中心を移動することによって､その社会関係をタラウマラ全体

-と拡大していく｡
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以上のテスグイナダの集団の分節のさせ方を踏まえたうえで､ララヒバリの考察に入っ

てい く ｡ ララヒバリも社会的な統合の促進に寄与していると考えられ､個々のララヒバリ

を見ただけでは､それ以上に考察することが困難であるが､ララヒバリの規模を考慮に入

れることにより､さらに深化することができる｡

⑤のテスグイナダ中のララヒバ リは､アルコールの影響下にある人々によって思いつき

で開かれ､走者となる人も10-50代と､テスグイナダに参加するすべての男性が参加する

ために､勝ち負けにこだわるというよりも娯楽的な色彩が強い｡また､ララヒバリの結果

にたいして賭けられる量も少なく､参加する人々の役割やララヒバリの展開も比較的､未

分化である｡

それにたいし､②のプェプロ間のララヒバリは､人々を密接にララヒバリに巻きこむこ

とによって､下位のララヒバリに比べてはるかに強い社会的な統合を生み出すと考えられ

る｡このように考える根拠を､以下に挙げていく｡

まず､ララヒバリを開催するためには､さまざまな準備が必要となる｡ つまり､ララヒ

バリの開催日や場所､参加する走者の選出などを事前にしっかりと取り決められなければ

ならない｡

また､参加する人々の役割の分化も明白にある｡3章で述べたように､ララヒバリに関わ

る人々は､チョケアメを中心とした老人､走者として参加する若者､呪術的な援助をする

オウェルアメ､その他の人々から構成される観客に分けられる｡このような人々が､自分

が所属するプ ェプロの勝利のために､積極的かつ複雑に関わり合 うことによって､ララヒ
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パリが作り上げられる｡

そのため､以上のような関係性がもたらす一体感は､プ ェプロを中心として形成される｡

また､人がララヒバリの結果にたいして賭ける場合､自分が所属するプ ェプロのチームに

賭け､相手のプェプロのチームに賭けられることはない【Kennedy1969:36]｡つまり､自分

のプ ェプロが勝利したならば､プェプロの成員すべてが勝利した喜びを共有し､敗北した

ならば､敗北した喪失感を共有する｡ そのため､プ ェプロ内で勝者と敗者に分かれること

なく､自分のプェプロの勝利のために､できるかぎりの協力をする｡ このようにして､プ

エプロ内で勝利の陶酔感や敗北の喪失感を共有することにより､プ ェプロ内の統合が促進

される｡

一方､プェプロの外との関係は､プェプロの内とは異なった形で､社会関係を形成する｡

このような社会関係は､プ ェプロ内と比べて､弱く断続的である｡1章で述べたように､タ

ラウマラは民族集団全体を包括する行政組織をもっておらず､プ ェプロが連帯感を感じる

最大の統一体である｡さらに､テスグイナダにおいて､他のプ ェプロのランチェリーアの

人と社会関係を持つことがあっ考としても､多くの人々は自分が所属するプェプロとは異

なるプ ェプロのプ ェプロ･センターを訪問することはない【Kennedy1969:'37]｡そのため､

年に1､2回しか開かれない②のプェプロ間のララヒバリが､タラウマラの日常生活におい

てあまり関わり合うことのない他のプ ェプロとの社会関係をもつ機会を提供し､プェプロ

とプ ェプロの関係を取り結ぶ｡

しかし､このようなプ ェプロとプェプロの関係は､弱い社会関係を形成する一方で､敵

対的な関係も形成する｡

人々は､ララヒバリに勝利するためにさまざまな呪術的な方法を用いる｡以下にいくつか

事例を挙げると､走者たちは､おおよそ20-30のシカのひづめがついたベル トを身につけ

る【Kennedy1990:91]｡そして､走者が走っているときに､そのベル トは､ガラガラと鳴っ

て走者の眠気を覚まし､シカの敏捷さを走者に与えると､タラウマラは言う【Kennedy1990:

911｡また､リウェ-ラメ (riw6rame)と呼ばれる葉や種子を乾燥させたものを噛み､その

噛んだものを相手チームの走者の顔に吹きつけると､その走者は1kmも走らないうちに走

るスピー ドが落ちて､最後には倒れると考えられている【Pennington1963:170-171]｡さら

にルムホルツは､オウェルアメが埋葬用の洞窟に行き､死者の足の骨を掘り起こし､ララ

ヒバリに勝てるように死者に勝てるように祈願すると報告している【Lumholtz1902:284]｡

あるいは､オウェルアメは､埋葬用の洞窟から持ってきた足の骨をメタ-テで粉にし､そ
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の粉をララヒバリのコース上の土に混ぜる【BennettandZingg1976:338]｡そして､走者

がその上を通過したらならば､死者がその者の足をつかみ､その結果､ララヒバリに負け

ると考えられている【BennettandZingg1976:338】｡そのため､_一日分のチームの走者には､

そこを走らないように注意する[BennettandZingg1976:338]｡

以上に見てきたように､人々はさまざまな呪術的な方法を用い､呪術にたいする信仰や

恐怖心をもっている｡そして､ララヒバリで負けたプェプロの者は､相手のプ ェプロの邪

術のせいでララヒバリに負けたと語る【Kennedy1969:32]｡

また､ララヒバリにおいて､人々は他のプェプロの人と直接的な接触を避け､チョケア

メという仲介者を通して接触する【Kennedy1969:32]｡そして､人々は､自分のプェプロの

陣地に固まって集まる【L6pez1999:142】｡

以上のことから､②のプ ェプロ間のララヒバリでは､プ ェプロを中心として､内と外と

いう明白な対立が形成されていることがわかる｡

以上には､規模によって分類したララヒバリを個々に見てきた｡次に､ララヒバリの規

模間の関係性､つまり､②のプェプロ間のララヒバリと⑤のテスグイナダ中のララヒバリ

の関係についてみていく｡

ケネディ[Kennedy1969:41]は､②のプェプロ間のララヒバリよりも規模の小さな③の異

なるプ ェプロに属する下位集団間のララヒバリや④の同じプ ェプロに属する下位集団間の

ララヒバリ､⑤のテスグイナダ中のララヒバリの目的の一つに､良い走者の選別があり､

②のプ ェプロ間のララヒバリのための練習の意味合いをもつと言う｡つまり､タラウマラ

にとって②のプ ェプロ間のララヒバリが重要であり､規模の小さいララヒバリは②のプェ

プロ間のララヒバリに寄与するために行われるという側面がある｡

また､テスグイナダにおいて､過去の②のプェプロ間のララヒバリや偉大な走者に関す

ることが､頻繁に話題になる【Kennedy1969:32]ということも､以上のことを支持する｡た

とえば､老人たちは､自分たちがいかに素晴らしい走者であったかや､賭けられた量がい

かに多かったかを自慢し､足や胸の痛みで身をよじりながらも､勝利のために走り抜こう

としたことを語る[Kennedy1969:32]｡つまり､人々の関心が､②のプェプロ間のララヒバ

リでの活躍に向けられている｡

以上のことから､ララヒバリは､タラウマラ社会における重要性や関心において､②の

プェプロ間のララヒバリを頂点としたピラミッド型の構造をしていると考えられる (図 4

参照)｡
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図4 ララヒバリの構造

いままで論じてきたことをまとめると､日常生活において比較的孤立しているタラウマ

ラにとって､ララヒバリやテスグイナダは人々が集まる機会を提供し､社会的な統合を促

進する｡そして､ララヒバリとテスグイナダには強い親和性があるにもかかわらず､両者

の集団の分節のさせ方には大きな差異がある｡

つまり､テスグイナダにはテスグイノ･ネットワークという集団の分節のさせ方があり､

テスグイナダの招待主の世帯という中心がテスグイナダごとに移動することによって､社

会関係をタラウマラ全体に拡大する｡ 一方､ララヒバリは､②のプ ェプロ間のララヒバリ

を頂点としたピラミッド型の構造をなし､より小さな規模のララヒバリは②のプ ェプロ間

のララヒバリに寄与､あるいは人々に②のプ ェプロ間のララヒバリを強く意識させる｡ そ

して､②のプェプロ間のララヒバリは､自分が所属するプ ェプロを中心に内と外にわけ､

タラウマラに自分が所属するプェプロを強く意識させる｡そして､ララヒバリは､自分の

プ ェプロを中心とした集団を人々に分節させるという機能を果たしている｡
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おわりに

本論では､メキシコ北部､チワワ州南西部におもに居住するタラウマラがおこなうララ

ヒバリと呼ばれる慣習を取り上げた｡このようなララヒバリでは､コマカリを蹴りながら

長距離を走るために､人に驚異的な持久力を要求する｡ しかし､ララヒバリはまた､人々

に多くの人との社会的な交換を行う､数少ない機会のひとつを提供している｡

一方で､タラウマラの日常生活は､生態的な環境から大きな制限を受け､そのような環

境のもとで､彼らの生業形体や社会組織が作り上げられているために､比較的孤立した状

態で日々の生活が営まれている｡日常生活において､タラウマラは､主食とするトウモロ

コシや他の農作物を栽培しているが､彼らが居住する地域では､まとまった農作地をもっ

ことができず､遠く点在する農作地まで耕しに行かなければならない｡また､ヤギやヒツ

ジなどの家畜の放牧も行わなければならない｡このような農耕 ･牧畜を､個々の世帯で行

っているために､日々の生活では､社会的な交換をかわす機会は少ない｡

しかし､このような日常的な孤立とは対照的なのが､テスグイノというトウモロコシか

ら作られたビールを飲酒するための集まりであるテスグイナダや､ララヒバリであり､そ

れらは非日常的な状態を生みだし､そこで人々は活発な社会的な交換をかわす｡そのため､

このようなララヒバリやテスグイナダは､両者ともにタラウマラの社会的な統合の促進に

寄与している｡

また､ララヒバリやテスグイナダは､テスグイナダがきっかけとなってララヒバリがお

こなわれたり､あるいはララヒバリがきっかけとなってテスグイナダが開かれるので､相

互に密接な関係があることが見てとれる｡

ただし､それにもかかわらず､両者のあいだには､社会的な統合の結果としての､集団

の分節のさせ方において､大きな相違がある｡

テスグイナダでは､ある世帯が社会関係のある世帯を､テスグイノを飲む集まりに招待

する｡このようなテスグイナダにおいて形成される､個々の世帯の社会関係は､世帯ごと

で重複しながらも､異なっている｡ つまり､テスグイナダを主催する世帯という中心が､

テスグイナダごとに移動しながら､直接的には関係のない世帯と世帯を結びつけ､網の目

のように社会関係を拡大していく ｡ そして､その社会関係はタラウマラ全体-と拡大され

る｡

一方､ララヒバリには､プェプロ間のララヒバリからテスグイナダ中に開かれるララヒ

31

おわりに

本論では､メキシコ北部､チワワ州南西部におもに居住するタラウマラがおこなうララ

ヒバリと呼ばれる慣習を取り上げた｡このようなララヒバリでは､コマカリを蹴りながら

長距離を走るために､人に驚異的な持久力を要求する｡ しかし､ララヒバリはまた､人々

に多くの人との社会的な交換を行う､数少ない機会のひとつを提供している｡

一方で､タラウマラの日常生活は､生態的な環境から大きな制限を受け､そのような環

境のもとで､彼らの生業形体や社会組織が作り上げられているために､比較的孤立した状

態で日々の生活が営まれている｡日常生活において､タラウマラは､主食とするトウモロ

コシや他の農作物を栽培しているが､彼らが居住する地域では､まとまった農作地をもっ

ことができず､遠く点在する農作地まで耕しに行かなければならない｡また､ヤギやヒツ

ジなどの家畜の放牧も行わなければならない｡このような農耕 ･牧畜を､個々の世帯で行

っているために､日々の生活では､社会的な交換をかわす機会は少ない｡

しかし､このような日常的な孤立とは対照的なのが､テスグイノというトウモロコシか

ら作られたビールを飲酒するための集まりであるテスグイナダや､ララヒバリであり､そ

れらは非日常的な状態を生みだし､そこで人々は活発な社会的な交換をかわす｡そのため､

このようなララヒバリやテスグイナダは､両者ともにタラウマラの社会的な統合の促進に

寄与している｡

また､ララヒバリやテスグイナダは､テスグイナダがきっかけとなってララヒバリがお

こなわれたり､あるいはララヒバリがきっかけとなってテスグイナダが開かれるので､相

互に密接な関係があることが見てとれる｡

ただし､それにもかかわらず､両者のあいだには､社会的な統合の結果としての､集団

の分節のさせ方において､大きな相違がある｡

テスグイナダでは､ある世帯が社会関係のある世帯を､テスグイノを飲む集まりに招待

する｡このようなテスグイナダにおいて形成される､個々の世帯の社会関係は､世帯ごと

で重複しながらも､異なっている｡ つまり､テスグイナダを主催する世帯という中心が､

テスグイナダごとに移動しながら､直接的には関係のない世帯と世帯を結びつけ､網の目

のように社会関係を拡大していく ｡ そして､その社会関係はタラウマラ全体-と拡大され

る｡

一方､ララヒバリには､プェプロ間のララヒバリからテスグイナダ中に開かれるララヒ

31



パリと､規模による下位区分がある｡ プェプロ間のララヒバリは､プェプロを中心として

内と外にわけ､人々を自分が所属するプェプロを強く意識させている｡そして､プェプロ

間のララヒバリよりも規模の小さなララヒバ リは､プェプロ間のララヒバ リを志向して

人々が行っているという側面があり､プェプロ間のララヒバリを頂点とした､ピラミッド

型のヒエラルキーが形成されている｡

つまり､ララヒバリは､テスグイナダがタラウマラという集団を分節させるのとは異な

り､ プ ェプロのあいだに仕切りを設け､自分が所属するプ ェプロを中心とした集団を分節

させているということができる｡

さいごに､今後の展望を述べることによって､本論を締めくくりたい｡

本論は､一次テクストを欠いているために､タラウマラやララヒバリに関する情報量が

不足している｡それ故､情報量の不足を補 うために､本論の記述は､さまざまな年代の民

族誌などの二次テクストを用いており､通時的な変化-の鈍感さがあるという批判を否め

ず､タラウマラを民族誌的現在に閉じ込めているという誹りを免れえない｡今後､フィー

ル ドワークをおこなうことによって一次テクス トを入手し､議論を修正していく必要があ

る｡

また､本論では､ララヒバリとテスグイナダの親和性にもかかわらず､両者のあいだで

の集団の分節のさせ方の差異が ｢なぜ｣あるのかについては答えることができていないの

で､そこにたいする研究を進めていく必要もある｡

近年では､1993年にアメリカ合衆国のコロラド州リー ドヴィル (Leadville)で開催され

た100マイル耐久レースでの優勝【sixRacersAreRunning丘)rTheirLives】や 1998年のメ

キシコのグアチョ-チ (Guachochi)で開催された 90km レースでの優勝【Delgado2003:

1451など､タラウマラはメキシコ国内外で開催される超長距離レースでめざましい活躍を

している｡

このような状況にたいする研究は､プライマイア【Plymire2006】の研究 (8)しかない｡そ

して､そのなかで彼は､｢西洋｣からタラウマラにたいして向けられるまなざしについて論

じている【Plymire2006]｡

しかし､｢西洋｣式のレースに参加するタラウマラの姿がまったく見えてこないので､フ

(d)プライマイア[plymire2006]は､米国内の雑誌のなかでタラウマラがa)未開の狩人､b)質素で健康
的な食事を摂る人々､C)非常に優れた耐久力をもつ人々､d)西洋式の耐久レースで成功するのに必要な

時間 ･労働の概念が欠落した人々のように表象されており､そのような表象によってタラウマラは高貴な

る野蛮人として表象され､その裏に存在する権力関係が隠蔽されていると論じている｡
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イール下ワークを行い､彼らの姿を描きだす必要がある｡

そのうえで､非タラウマラ社会で開催されるレースが､タラウマラにとってララヒバリ

との関係があるのかを含めて検討する必要がある｡関係がないならば､なぜ関係がないの

かや､関係があるならば､どのような関係を構築しているのかについて調査し､ララヒバ

リ研究の議論の狙上に今後載せていく必要がある｡
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かや､関係があるならば､どのような関係を構築しているのかについて調査し､ララヒバ

リ研究の議論の狙上に今後載せていく必要がある｡
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